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特集

も
ち
ろ
ん
、
自
動
運
転
が

普
及
し
て
も
有
人
タ
ク
シ
ー

は
不
要
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

両
者
は
共
存
し
て
い
き
ま

す
。
乗
務
員
の
存
在
は
引
き

続
き
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の

付
加
価
値
を
さ
ら
に
高
め
つ

つ
、
人
材
の
採
用
と
教
育
を

継
続
し
ま
し
ょ
う
。

一
方
で
、
燃
料
価
格
の
高

騰
や
働
き
方
改
革
関
連
法
へ

の
対
応
な
ど
課
題
も
多
く
残

っ
て
い
ま
す
。
諸
問
題
に
正

面
か
ら
向
き
合
い
、
健
全
な

業
界
発
展
に
つ
な
げ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

国
民
に
選
ば
れ
る
安
全
・
安

心
な
タ
ク
シ
ー
で
あ
り
続
け

る
た
め
、
一
層
の
ご
理
解
と

ご
結
束
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

予
測
の
段
階

を
終
え
、
本

格
的
な
ス
テ

ー
ジ
に
入
り

ま
し
た
。
こ

の
大
転
換
期

に
お
い
て
、

我
々
タ
ク
シ

ー
業
界
が
率

先
し
て
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー

の
導
入
を
主
導
し
て
い
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
ぜ
ひ
米
国

や
中
国
等
へ
足
を
運
び
、
現

地
の
ロ
ボ
ッ
ト
タ
ク
シ
ー
を

実
際
に
体
験
し
て
、
未
来
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
強
く
願
い
ま
す
。

と
な
っ
て
、
不
足
す
る
時
期

や
時
間
帯
、
台
数
に
合
わ
せ

て
需
給
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
意
義
は

極
め
て
大
き
い
で
す
。

さ
ら
に
、
自
動
運
転
時
代

が
目
前
に
迫
っ
て
い
ま
す
。

レ
ベ
ル
４
の
実
証
・
実
装
は

界
に
集
ま
り
つ
つ
あ
る
こ
と

は
極
め
て
明
る
い
希
望
で

す
。開

始
か
ら
２
年
経
過
し
た

「
日
本
型
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
」

も
、
皆
様
の
尽
力
に
よ
り
柔

軟
な
運
用
が
可
能
と
な
り
、

地
域
の
移
動
課
題
解
決
に
大

き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。
議

論
は
一
時
沈
静
化
し
て
い
ま

す
が
、
油
断
は
で
き
ま
せ

ん
。
制
度
運
用
が
見
直
さ

れ
、
タ
ク
シ
ー
業
界
が
主
体

全
国
の
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク

シ
ー
事
業
者
の
皆
様
、
な
ら

び
に
業
界
関
係
者
の
皆
様
に

は
、
日
頃
よ
り
全
国
ハ
イ
ヤ

ー
・
タ
ク
シ
ー
連
合
会
の
活

動
に
多
大
な
る
ご
支
援
を
賜

り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。長

ら
く
業
界
の
課
題
で
あ

っ
た
供
給
力
不
足
に
対
し
、

皆
様
が
採
用
強
化
等
の
努
力

を
重
ね
て
い
た
だ
い
て
い
る

こ
と
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま

す
。
全
国
的
な
運
賃
改
定
や

国
の
支
援
制
度
に
よ
り
、
二

種
免
許
取
得
の
ハ
ー
ド
ル
が

下
が
り
、
新
た
な
人
材
が
業

寄 稿

全
国
ハ
イ
ヤ
ー･

タ
ク
シ
ー
連
合
会

川
鍋
一
朗
会
長

未
来
へ
の
理
解
深
め
て 自動運転と有人の共存進める

急
速
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
、
運
転
者
等
の
担
い
手
不
足
に
よ
り
、
バ
ス
路

線
等
の
減
便
・
廃
止
が
相
次
ぐ
な
ど
供
給
が
制
約
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
免
許
返
納
、

学
校
・
病
院
等
の
統
廃
合
等
に
よ
り
「
移
動
の
足
」
の
確
保
に
対
す
る
社
会
的
需
要
は

拡
大
し
て
お
り
、
全
国
で
約
３
千
の
「
交
通
空
白
」
が
生
じ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 集中対策期間の設定で道筋
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

各
地
で
着
実
に
浸
透

国
土
交
通
省

物
流･

自
動
車
局

石
原

大
局
長

タクシー事業 公共交通として極めて重要

▽
交
通
空
白
解
消
の
全
体

状
況
に
つ
い
て

｢

交
通
空
白｣

の
解
消
に
向

け

国
土
交
通
大
臣
を
本
部

長
と
す
る
解
消
本
部
の
も

と

４
０
０
以
上
の
自
治
体

の
首
長
等
に
対
す
る
地
方
運

輸
局
等
に
よ
る
伴
走
支
援


必
要
な
情
報･

知
見
の
提
供

を
行
い

さ
ら
に
全
市
区
町

村
の
半
数
以
上
を
は
じ
め


１
８
０
０
以
上
の
団
体
が
参

加
す
る
官
民
連
携
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
を
通
じ
た
連
携
促

進
な
ど
｢

交
通
空
白｣

解
消

へ
の
取
り
組
み
を
総
合
的
に

支
援
し
て
ま
い
り
ま
し
た


国
土
交
通
省
と
し
て
は
、

全
国
の
「
交
通
空
白
」
を
、

令
和
９
年
度
ま
で
の
集
中
対

策
期
間
で
解
消
に
道
筋
を
つ

け
る
べ
く
、
６
月
10
日
の
第

６
回
国
土
交
通
省
「
交
通
空

白
」
解
消
本
部
に
お
い
て
決

定
さ
れ
た
「
取
組
方
針
２
０

２
６
」
の
も
と
、
予
算
面
・

制
度
面
を
両
輪
と
し
て
、
取

り
組
み
を
一
層
加
速
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

▽
日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ

ア
、
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
な

ど
の
進
展

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
都
道
府

県
で
導
入
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
タ
ク
シ
ー
と
合

わ
せ
た
配
車
マ
ッ
チ
ン
グ
率

に
つ
い
て
も
大
幅
に
改
善

し
、
「
地
域
の
足
」
や
「
観

光
の
足
」
の
確
保
の
た
め
、

タ
ク
シ
ー
を
補
完
す
る
一
定

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
評

価
し
て
い
ま
す
。
公
共
ラ
イ

ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
末
時
点
で
、
実
施

主
体
数
は
８
６
５
、
導
入
市

町
村
数
は
６
８
１
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、

日
本
版
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
、
公

共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
や
デ
マ
ン

ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
「
地

域
の
足
」
や
「
観
光
の
足
」

の
確
保
の
た
め
の
ツ
ー
ル
と

し
て
着
実
に
浸
透
し
つ
つ
あ

る
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

▽
運
転
者
の
確
保
に
つ
い

て
タ
ク
シ
ー
運
転
士
不
足
の

対
策
と
し
て
、
国
土
交
通
省

と
し
ま
し
て
は
、
運
賃
改
定

手
続
の
迅
速
化
に
よ
る
賃
上

げ
の
促
進
と
二
種
免
許
取
得

に
係
る
費
用
に
対
す
る
支

援
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
な

ど
、
業
務
の
効
率
化
・
省
力

化
の
取
り
組
み
に
対
す
る
支

援
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
、
令
和
７
年
度
補
正
予
算

に
お
い
て
、
女
性
ド
ラ
イ
バ

ー
の
雇
用
促
進
に
向
け
て
、

女
性
用
の
休
憩
設
備
や
ト
イ

レ
な
ど
の
、
女
性
に
と
っ
て

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
に
対
す
る
支
援
を
新
た
に

講
じ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

▽
「
自
動
運
転
タ
ク
シ
ー
」

の
開
発
・
導
入
へ
の
制
度
・

政
策
展
開
、
将
来
像

自
動
運
転
の
普
及
・
促
進

に
向
け
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
て
お
り
、
本
年
１
月

に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、
第
３

次
交
通
政
策
基
本
計
画
に
お

け
る
「
２
０
３
０
年
度
に
バ

ス
、
タ
ク
シ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク

の
自
動
運
転
サ
ー
ビ
ス
車
両

１
万
台
」
の
目
標
実
現
に
向

け
て
、
省
内
に
、
国
土
交
通

大
臣
を
本
部
長
と
す
る
自
動

運
転
社
会
実
現
本
部
を
立
ち

上
げ
た
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の

実
現
本
部
の
も
と
、
全
国
各

地
で
行
わ
れ
て
い
る
自
動
運

転
の
取
り
組
み
の
支
援
や
、

Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
高
度

な
自
動
運
転
車
の
開
発
・
普

及
の
後
押
し
な
ど
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

▽
タ
ク
シ
ー
業
界
・
事
業

者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

タ
ク
シ
ー
事
業
は
、
地
域

住
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る

生
活
交
通
と
し
て
の
役
割
に

加
え
、
観
光
や
ビ
ジ
ネ
ス
を

支
え
る
移
動
手
段
と
し
て
の

役
割
も
担
っ
て
お
り
、
公
共

交
通
機
関
と
し
て
極
め
て
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。
今
後
と
も
自
治
体
等
と

の
連
携
を
一
層
深
め
、
地
域

の
移
動
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
応

え
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
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